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 本書について 
 

本マニュアルでは、EDINET が提出された HTML ファイルから PDF ファイルの自動変換を

行う際に、提出者が期待どおりの PDF ファイル生成結果を得られるよう、詳細かつ技術的

な内容について説明しています。 

 

 本書の表記について 

 

本書は以下の環境で作成されています。書類提出時の操作環境の詳細については『書類

提出用 端末要件』をご覧ください。 

クラシック表示に切り替えている場合は、画面の表示が異なります。また環境によって

は、画面の表示が異なる場合や記載の機能が操作できない場合があります。 

OS Microsoft Windows XP SP2 

ソフトウェア Microsoft Internet Explorer 6.0 SP2 

Adobe Reader 7.0 

 

 本書の記述について 

 

本マニュアル内に記載されている記号は、以下のような意味があります。 

表示 意味 表示 意味 

 
操作に関連するポイントについて

説明しています。 

 
 

画面の入力や選択する項目などを

さします。 

 
知っておいていただきたいことに

ついて説明しています。 

 
 

画面で表示された項目などをさし

ます。 

 
重要事項について説明しています。

必ずお読みください。 
《   》 

画面の項目名をさします。 

例：《EDINET コード》をクリックします。

【   】 
キーを押す操作をさします。 

例：【F5】キーを押します。 
［   ］ 

画面名をさします。 

例：［提出者検索画面］が表示されます。

 

 製品名の記載について 

 

本書では、次の略称を使用しています。 

名称 略称 
Windows Vista Windows VistaまたはWindows 
Windows XP Windows XPまたはWindows 
Microsoft Office Excel 2007 Excel 2007 または Excel 
Microsoft Office Excel 2003 Excel 2003 または Excel 
Windows Internet Explorer 7 Internet Explorer 7または Internet Explorer 
Windows Internet Explorer 6 Internet Explorer 6または Internet Explorer 
Adobe Reader 7 Adobe Reader 7または Adobe Reader 
Adobe Reader 6 Adobe Reader 6または Adobe Reader 
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1  PDF ファイルについて 
 

 

 

EDINETが、提出された書類から閲覧用に変換しているPDF

ファイルについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

EDINET では、提出された書類を印刷して利用する方等のために、提出書類の本文を PDF

形式に変換して提供しています。 

PDF ファイルについては、特定ブラウザでの表示を PDF 化するのではなく、提出された

書類 HTML ファイルの記載に従って PDF ファイルを作成しています。 

このため、特定のブラウザでの表示と、その他のブラウザや PDF ファイルでの表示とが

異なる場合があります。 

本書では、これらの HTML ファイル作成にあたって特に留意すべき事項をまとめていま

す。 
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1 事象と対策 

概要： 
EDINET で利用できないクラス名を設定した場合、Internet Explorer ではク

ラス名を判別できますが、EDINET による PDF 変換ではクラス名を判別できず、

Internet Explorer と PDF ファイルとで表示に差異が発生します。 

原因と結果： 
Internet Explorer では数字のみでもクラス名として認識されますが、

Firefox などのブラウザや、EDINET による PDF 変換の際はクラス名として認

識されません。このため、数字のみのクラス名を利用すると、HTML をブラウ

ザで表示した場合と、EDINET で変換された PDF ファイルを表示した場合にお

いてフォントサイズ等の表示が異なる場合があります。 

対処方法： 
数字のみのクラス名を、英字で始まるクラス名に置き換えます。 

また、HTML ファイル作成時に数字のみのクラス名を設定しない HTML ファイル

の作成を行うことで回避できます。たとえば、Microsoft Word で HTML ファイ

ルを作成する場合、HTML ファイルを保存する際に以下の手順を実行すること

で回避できる場合があります。なお、個々のソフトウェアの設定方法につい

ては各ソフトウェアベンダにお問合せください。 

 ①「ファイル(F)」から「名前をつけて保存(A)」を選択します。 

 ②ファイルの種類から「Web ページ(フィルタ後)」を選択します。 

 ③「保存(S)」ボタンを押下します。 

また、HTML ファイルに数字のみのクラス名が設定されているかは、一般に市

販または公開されている、HTML の文法チェックツール等を用いて確認するこ

ともできます。 
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1-1 事象発生する HTML ファイル 
 

 

 

事象発生するHTMLファイル 
スタイル設定部 
クラス名(「75」)が数字のみで設
定されています。 

事象発生するHTMLファイル 
テーブル部 
数字のみのクラス名(「75」)を設
定しています。 
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1-2 事象発生しない HTMLファイル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生しないHTMLファイル 
スタイル設定部 
クラス名を変更します。（数字の

前に SYUSEIを付加） 

事象発生しないHTMLファイル 
テーブル部 
変更したクラス名(「SYUSEI75」)を
設定します。 
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1-3 事象発生するHTMLファイルよ
り作成した PDF ファイル表示結果 

 

 

クラス名が判別できないため、ク

ラスに設定したフォントサイズ

等の内容が反映されません。 
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1-4 事象発生しない HTMLファイル
より作成した PDF ファイル表示結果 

 

 

クラス名を判別できるようになり、ク

ラスに設定したフォントサイズ等の

内容が正しく反映されます。 
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負の width 属性値 
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1 事象と対策 

概要： 
表の幅を設定する際に、EDINET が判別できない負の値を設定された場合、

Internet Explorer では表の幅を設定していないものとして扱いますが、

EDINET による PDF 変換ではゼロと読み替えるため、Internet Explorer と PDF

ファイルとで表示に差異が発生します。 

原因と結果： 
スタイルシートを利用する場合において、表示領域の幅を設定する width 属

性にマイナス値が設定された場合はブラウザにより表示方法が異なります。

Internet Explorerでは、マイナスの属性を無視し、親要素に設定されたwidth

値を継承します。EDINET による PDF 変換においては、負の値を設定された場

合、ゼロと読み替えます。その結果、HTML ファイルをブラウザで表示した場

合と、EDINETで変換されたPDFファイルでの表の幅が異なる場合があります。 

対処方法： 
表の幅をマイナスとする設定は EDINET では不要であるため、width 属性の設

定を削除します。 

また、このような設定を回避するには HTML ファイル作成時にマイナス値を設

定しない HTML ファイルの作成を行います。たとえば、Microsoft Word で HTML

ファイルを作成する場合、HTML ファイルを保存する際に以下の手順を実行す

ることで回避できる場合があります。なお、個々のソフトウェアの設定方法

については各ソフトウェアベンダにお問合せください。 

 ①「ファイル(F)」から「名前をつけて保存(A)」を選択します。 

 ②ファイルの種類から「Web ページ(フィルタ後)」を選択します。 

 ③「保存(S)」ボタンを押下します。 

また、作成した HTML ファイルの width 属性にマイナス値が設定されているか

は、一般に市販または公開されている、HTML の文法チェックツール等を用い

て確認することもできます。 
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1-1 事象発生する HTML ファイル 
 

 

 

 

 

 

1-2 事象発生しない HTMLファイル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生するHTMLファイル 
width属性にマイナスの値（「-52.5pt」）を
設定しています。 

事象発生しないHTMLファイル 
マイナスの値を削除します。 
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1-3 事象発生するHTMLファイルよ
り作成した PDF ファイル表示結果 

 

 

 

 

 

 

1-4 事象発生しない HTMLファイル
より作成した PDF ファイル表示結果 

 

 

 

 

EDINET が判別できないマイナス幅
の設定が無いため、ブラウザと同様

の表示となります。 

文字の表示幅がゼロと判断されるた

め、「略歴」欄の幅が最低幅となって

しまい、縦長い表となります。 
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margin,padding 属性の

利用 
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1 事象と対策 

概要： 
文字表示範囲を広げた場合に、Internet Explorer では設定したとおりに表

示範囲が広がらないが、EDINET による PDF 変換では範囲が広がり、

Internet ExplorerとPDFファイルとで表示に差異が発生する設定方法があり
ます。 

原因と結果： 
Internet Explorer では padding 属性(表示領域を拡張する)を設定した要素

に、width 属性:100%を設定した場合、padding 属性で拡張した領域分は文字

の記載領域となりませんが、Firefox などのブラウザや、EDINET による PDF

変換では、padding 属性で拡張した領域分も文字の記載領域として確保され

ます。 

その結果、HTML ファイルをブラウザで表示した場合と、EDINET で変換され

た PDF ファイルを表示した場合において、文字の表示範囲が異なる場合があ

ります。 

次ページに具体例にて記載します。 

対処方法： 
width 値を、比率ではなく実数で設定します。 
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例１) paddingによる領域拡張：td タグ 
 

<td style="width:400pt; margin:10pt; padding:10pt; border 2pt solid #CCCCCC;">あいうえ

お</td> 

このタグは下記のように解析され表示されます。 

 

             

] 

 

 

 

 

 

このように、TD 全体の横幅は width で確保した領域(400pt）を超えて、444pt となります。 

横幅 = 左余白 + 左枠幅 + 左詰め + 幅 + 右詰め + 右枠幅 + 右余白 

= 10 + 2 + 10 + 400 + 10 + 2 + 10 

= 444pt 

 

例 2) width:100%設定による文字はみだし：例１の td
タグ中の div タグ 
 

<td style="width:400pt; margin:10pt; padding:10pt; border 2pt solid #CCCCCC;"> 

<div style="width:100%">あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほま

みむめも</div></td> 

このタグは下記の様に解析されます。 

 

       

          

この場合、div タグ における width:100% とは、padding や margin を含めた横幅の 100%という意

味であり、継承している親要素(td)の横幅が 444pt のため、表示を予定している幅(400pt)をはみ

出します。 

なお、div 要素自体に padding や margin が設定されている場合も同様に解析され、表示を予定し

ている幅をはみ出します。 

枠線(border) 2pt
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1-1 事象発生する HTML ファイル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生するHTMLファイル 
padding属性を設定した div要素の width属性に 100%を設
定しています。 
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1-2 事象発生しない HTMLファイル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生しないHTMLファイル 
div要素から width属性を削除し、列ごとに実数で width属
性を設定します。 
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1-3 事象発生するHTMLファイルよ
り作成した PDF ファイル表示結果 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 事象発生しない HTMLファイル
より作成した PDF ファイル表示結果 
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４章 

その他のスタイル：

縦書き設定など 
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1 事象と対策 
 

概要： 
ブラウザが独自実装している機能は EDINET による PDF 変換では利用できませ

ん。 

原因と結果： 
Internet Explorer では writing-mode 属性を利用して縦書きを設定すること

ができますが、Firefox などその他のブラウザや、EDINET による PDF 変換で

は、属性を判別できないため、当該設定は反映されません。 

その結果、HTML ファイルをブラウザで表示した場合と、EDINET で変換された

PDF ファイルを表示した場合において、縦書き・横書き表示などが異なる場

合があります。 

対処方法： 
縦書き表示については、１文字ずつ改行することで表現できます。 

その他にブラウザが独自実装している機能については、HTML ファイル作成時

に独自機能を利用しない設定により、HTML ファイルの保存を行うことで回避

できます。たとえば、Microsoft Word で HTML ファイルを作成する場合、HTML

ファイルを保存する際に以下の手順を実行することで回避できる場合があり

ます。なお、個々のソフトウェアの設定方法については各ソフトウェアベン

ダにお問合せください。 

 ①「ファイル(F)」から「名前をつけて保存(A)」を選択します。 

 ②ファイルの種類から「Web ページ(フィルタ後)」を選択します。 

 ③「保存(S)」ボタンを押下します。 

また、作成した HTML ファイルに独自機能が設定されているかは、一般に市販

または公開されている、HTML の文法チェックツール等を用いて確認すること

もできます。 

 


